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技術の概要

技 術 概 要 書　（様式）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

１．技術開発の背景及び契機

H形鋼材を切梁に使用することは、従来から採用されている一般的な工法で、今でも多くの現場で利用さ
れている技術です。一方、海外では丸形の鋼管の切梁は存在しておりましたが、その利用には課題もあ
りました。当社では、工期短縮や作業効率の向上を目指すため検討を重ね、切梁にH形鋼と比較し断面
性能の高い角形鋼管を利用することで施工や運搬の効率化、安全性向上を図る新しい切梁システムを
開発しました。

２．技術の内容

山留支保工の切梁にコラム（角型鋼管）材を使用するシステムにより、中間杭を減らし、杭の打設工事、
切梁の架設工事を省力化する工法です。角形鋼管は同寸法のH形鋼と比べて座屈性能に優れており、
座屈を防ぐために設置している中間杭が不要となることから、長支間で広い作業空間の確保が可能とな
ります。中間杭が不要になるため、底盤コンクリートのスラブ開口やそれに伴う、底盤配筋の開口部周り
の補強、止水板の設置が不要となり、躯体工事の品質・生産性も向上します。さらに部材接合方法も簡
略化し、ピース数・ボルト本数を削減することにより、施工性も向上します。当社が保有しているサイズ
は、□-350ｘ350（t=16mm)、□-400x400(t=19mm)、最大切梁座屈ｽﾊﾟﾝは、18ｍ程度になります。

３．技術の効果

【躯体品質の向上】　中間杭撤去による、止水対策、鉄筋補強等が不要となり、躯体の品質が向上します
【工期短縮】　　　　　 中間杭の打設、撤去工事が不要、部材の接合方法も簡略化し、工期の短縮化が図れます
【安全性向上】      　作業時間が短縮され、杭打設重機作業も削減。安全性も向上します
【作業効率向上】　　 作業空間が広がり、掘削作業、楊重作業、躯体工事の効率化が図れます
【経済性向上】　　　　中間杭が削減されるため、使用鋼材の低減が図れ、経済性が向上します

４．技術の適用範囲

効果が期待できる現場条件
・切梁ｽﾊﾟﾝが9～18m程度
・切梁方向が一方向計画（延長距離の長い開削現場等）
・中間杭の施工費が大きい現場(杭が長い、地盤が硬質、既存躯体を削孔など)

５．活用実績

土木現場、建築現場を問わず、九州地区も含め全国でご採用頂いております。
全国で500件以上の実績。
平成18年には、第18回国土技術開発賞（創意開発技術賞）も受賞した独自技術です。

国の機関　 約10％
自治体　　　約25％
民間　　　　 約65％

※別紙２



６．写真・図・表

図-1　  従来工法とEcoラム工法

　　　　　図-2　  従来工法のスラブ開口補強 　　　　　　　　　　　図-3　  Ecoラム端部構成部材

　　　　　写真-1　  採用実績（道路函渠工事） 　　　　　　　　　　写真-2　  採用実績（道路函渠工事）
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